
０９４ 明治時代 明治初期の外交  

1871.2  日清修好条規   調印 

 

  

  意義 中国との初の対等条約  

  意義 日本が清の属国の朝鮮の上 

  課題  琉球 の帰属が未解決 

 

 

1871.12 岩倉遣欧使節団出発 

 

 

琉球問題 

1871.12台湾で 琉球漁民殺害事件   

 

 

 

1872.9 琉球藩 設置 藩王 尚泰  

  清…琉球から朝貢が来ないと抗議 

 

 

1873.4 日清修好条規 批准成功 

  外務卿 副島種臣 (肥)の対清外交 

 

1874.5 台湾出兵  大久保利通の決断 

 

 

 

  遭難した琉球漁民が日本の国家主権の 
  下にあるとして強行した出兵の正当性 
  を義挙と認め、清は賠償金を支払った。 

 

1879 琉球処分  

  琉球藩を廃止して 沖縄県  

  の設置を強行( 琉球処分 ) 

 

 

 

1869.1 朝鮮の国書受取り拒否問題 

 

 

 

1874 朝鮮、日本の使者が 洋服 を着てい 

   ると正式に非難 

 

 

1875.8 江華島事件   軍艦雲揚
うんよう

 

 

 

 

 

1876 日朝修好条規   (江
こう

華
か

条約
じょうやく

) 

  全権  黒田清隆    

第 1条 朝鮮国ハ 自主の邦  二シテ 

     日本ト平等ノ権ヲ保有セリ。 

 

第 4条 従来の 釜山 に加え、東海岸の 

    元山 、ソウル近郊の 仁川 開港 

第 5条 朝鮮在留の日本人には、朝鮮の 

    裁判権 と 法律 が及ばない。 

その他…貿易は 無関税 とする。 

 

 

 

1875.5 樺太･千島交換条約   

全権  榎本武揚   

 

 

 

  

 

 

1876.10   小笠原諸島  領有 


